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地
図
に
竹
島

東
京
で
赤
水
展

竹
島
を
日
本
地
図
に
初
め

て

描
い
た
と
さ
れ
る
水
戸
藩
の
地

理
学
者

。
長
久
保
赤
水

（
１
７

１
７
～
１
８
０
１
年
）
の
企
画

展
示
が
７
～
８
月
、
東
京
都
千

代
田
区
の
領
土

。
主
権
展
示
館

で
開
か
れ
る
。
企
画
し
た
内
閣

官
房
領
土

・
主
権
対
策
企
画
調

整
室
は

「歴
史
や
地
理
の
フ
ァ

ン
に
も
、
領
土
問
題
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

同
室
と
、
赤
水
の
出
身
地

・

茨

城

県

高

萩

市

の

長

久

保

赤

水
顕
彰
会
が
共
催
。
会
期
は
７

月
２
日
～
８
月
４
日
を
予
定
し

て
い

る

。

赤

水

自

ら

手

が

け

た

地

図

の

複

製

や

パ

ネ

ル

の

展

示

は

同

館

で
は

初

め

て
。

ち竹
島
を
記
し
た

「
改
正
日
本
輿ょ

地

路

程

全

図

」

の
初

版

の

複

製

な

ど

約

２０

点

が

展

示

さ

れ

る
。同

図
は
１
７
７
９
年
に
初
版

が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
赤
水

の
死
後
も
含
め

て
４
回
改
訂
さ

れ
た
。
６０
年
代
ほ
作
成
さ
れ
、

竹
島
を
描
い
た
最
古
の
地
図
と

さ
れ
る

「
日
本
図
」

「
改
製
日

本
扶
桑
分
里
図
」
が
下
書
き
と

さ
れ
、
隠
岐
諸
島
の
北
西
匠
竹

島

と

鬱

陵

島

が

記

さ

れ

て
い

る
。
ま
た
、
経
線
や
緯
線
が
初

め

て
書
き
込
ま
れ
た
日
本
地
図

と
さ
れ
る
。

展
示
に
は
、
同
室
が
高
萩
市

歴
史
民
俗
資
料
館

で
撮
影
し
た

輿
地
路
程
全
図
の
画
像
デ
ー
タ

を
和
紙
に
印
刷
し
、
色
彩
や
風

合
い
を
実
物
漣
近
づ
け
た
複
製

を
使
用
す
る
。

竹
島
が
描
か
れ

て
い
な
い
朝

・

鮮
の
地
図
を
写
し
た

「
朝
鮮
国

図
」
や
、
千
島
列
島
や
北
方
領

土

え 、
北
海
道
を
詳
細
漣
描
い
た

「
蝦
夷
図
」
の
複
製
も
展
示
す

る
方
向

で
調
整
し

て
い
る
。

同
室
の
担
当
者
は

「
幅
広
い

方

々
に
、
竹
島
や
北
方
領
土
な

ど
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
展
示
に
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
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